
私たち「ASTER」は立命館大学BKCに基盤を置
き、「法人企業会員、立命館大学教職員会員、
有志個人会員」の皆様方の支援・ご協力を得
て、わが国の理工学の発展・促進を振興する
団体です。滋賀県、近江の地から発祥した哲
学「三方よし」をモットーとし、「地元産業界」
「立命館大学」「わが国」の理工学振興に「よし」
を目標に、活動を続けております。

立命館大学の教員・職員が御社に伺い、御社のニーズにカスタマイズした講
義を行います。お気軽に事務局にご相談ください。
（年1回まで無料でご利用頂けます）

出張講義のご案内

TEL 077-561-2802
FAX 077-561-2811

aster@st.ritsumei.ac.jp

立命館大学理工学振興会
〒525-8577 滋賀県草津市野路東 1丁目1-1
立命館大学テクノコンプレクス
理工リサーチオフィス内　理工学振興会事務局
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今回の日食を皆様はご覧になりまし
たか？
2009年７月22日（水）、日本の陸地では
46年ぶりとなる皆既日食が観察され
ました。
残念ながらトカラ列島など、多くの地
方では天候に恵まれなかったようで
すが、一部の島や洋上では、コロナや
ダイヤモンドリングが観察されたよ
うです。
11：06頃、立命館大学のキャンパスで
は雲に掛かった盃の形をした日食が観
察できました。とても感動しました。
このような珍しい現象を見ることが
出来たのは本当に幸せだと感じてい
ます。次回の皆既日食は2035年9月2
日、北陸・北関東などの地区で見られ
ると言われています。

記編 集 後

元気企業訪問レポート
Powerful Company

近江鍛工株式会社
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奨学生レポート
Scholarship report

立命館大学大学院で
日夜研究に励む学生を紹介しています。

情報家電やコンピュータ、センサなどを連携

させたユビキタスコンピューティング環境を、

専門家以外でも構築できるようにするScePT

（Smart Computing Environment Packaging 

Tool）を研究しています。

ScePTでは、開発者が仮想的な部屋などの環境

にソフトウェアを動作可能な状態にパッケージ

ングし、導入者がパッケージをダウンロードし

て実際のオフィスなどと結びつけて稼働させる

ことで、誰でも簡単にユビキタスコンピューテ

ィング環境を構築できるようにすることを目指

しています。

スマート環境
(ユビキタスコンピューティング環境)

の構築と運用
光エネルギーを利用して、汚れや菌を分解し、

さらに水素燃料電池の利用に向けて水からの

水素生成を目指す光触媒。光触媒には環境対

策など様々な応用が期待されています。私は

光触媒活性の評価に用いられるメチレンブル

ー(MB)水溶液の光触媒分解過程を吸収スペ

クトル測定のみで詳細に解析する研究をして

います。また、高活性な光触媒の作製を目指し

て、ゾル-ゲル法を用いてAu微粒子を含有さ

せたTiO2膜を作製し、膜の構造や形態が光触

媒活性にどのように影響を及ぼすのかについ

て、電子顕微鏡(SEM、TEM)、X線(XRD、

XAFS)などを用いて研究しています。

メチレンブルー
水溶液を用いた
光触媒性評価方法の確立

本研究では、光合成細菌の光収穫アンテナとそれを

構成する色素に焦点を当てる。具体的には、培養液

から単一細本胞をピッキングし色素をHPLCで分析

することにより、単一細胞の各種アンテナと色素分

子との相関を解析する。必須となる高感度HPLC分析

系は、紫外可視吸収法・蛍光発光検出器を利用し、分

析装置のミクロ化仕様変更に

より構築する。本研究により単

一細胞内での各種アンテナと

色素の定量的な議論が可能と

なる。これは、天然を模した光

応答性デバイス創製を目指す際、

効率的なエネルギー伝達を実

現するために重要である。

光合成アンテナ複合体の
分子構築

「AI合金の超高サイクル域回転曲げ疲労特性に

対する各種表面処理の影響」というテーマで研

究を行っています。近年、AI合金の機能性をさら

に向上させるため、様々な表面処理が用いられ

ています。これらは耐食性や耐摩耗性向上を目

的として使用されることが多いのですが、機械

構造用部品に対して使用する際には、それらの

疲労特性へ及ぼす影響を十分に把握することが

必要不可欠です。そこで、これまでにメッキや溶

射、陽極酸化処理（アルマイト処理）等の様々な

表面処理を施し、これらが疲労強度と破壊メカ

ニズムへ及ぼす影響を実験的に調べてきました。

金属材料の超長寿命域
回転曲げ疲労特性に対する
表面状態の影響

自然環境中の微生物の多くは、物の表面に付

着し、他の種類の微生物と共同体「バイオフィ

ルム（以下BF）」を形成しています。

私は現在、京大や琵琶湖博物館と共同で、琵琶

湖の環境負荷物質（NO３ー、PO4
3－など）に対

してヨシ表面のBFがはたしている浄化の機

構を調べています。また、それだけでなく、人

工水路を設計し（図1）、そこで実験的にBFの

浄化機構を評価しています。この研究の結果

から、環境浄化に適したBFの作製および維持

の方法を提案し、実際の環境中でBFによる環

境浄化を実現することを目指しています。

バイオフィルムの
性状と機能の解析
  ー 環境浄化への応用 ー

理工学研究科
フロンディア理工学専攻

与儀 千尋

理工学研究科
総合理工学専攻

榎堀 優

理工学研究科　総合理工学専攻

中村 裕紀

従来の産業用ロボットシステムよりも、エネル

ギー効率の良い新しいロボットシステムの構

築する。従来の減速比の高い減速器を利用する

と摩擦によるエネルギー消費が大きくなる。そ

こで、ロボットの関節に弾性要素を付加し、弾

性要素のポテンシャルエネルギーを有効に利

用した運動の生成法を検討する。ロボットのよ

うな多関節構造体に弾性要素を取り付け自由

運動させると、カオス的運動になることがよく

知られている。そこで、本研究では産業用エネ

ルギー効率の良い新しい制御則を提案している。

提案した制御則の有効性は、計算機シミュレー

ションによって確認している。次に、模擬的な

実験機も製作した。

産業用エネルギー効率の良い
新しいロボットシステム

理工学研究科
総合理工学専攻

呂　広強

理工学研究科
総合理工学専攻

土屋 雄揮
本研究では、日本における食料消費や栽培バイ

オマスを対象として、ライフサイクルアセスメ

ント（LCA）手法により、その生産から輸送・利用・

廃棄に至る過程で発生する環境負荷の定量的評

価を行っています。また、バイオマスリサイクル

の推進や食料自給率の向上などの施策による環

境負荷の変化の予測、さらに、エネルギーセキュ

リティやフードセキュリティの向上、農業の多

面的機能の考慮を含めた総合的な持続可能性の

評価を通して、持続可能な農業・食料消費のあり

方に関する提案を行うことを目指しています。

食料消費及び農業・食料系
バイオマスを対象とした
多側面を考慮した持続性の評価

理工学研究科
総合理工学専攻

吉川 直樹

理工学研究科 総合理工学専攻

伊佐治 恵

光合成生物は高等植物から細菌類まで多様に存在

し、これらに欠くことのできない成分の一つとして

糖脂質がある。これは細胞膜の主要な成分であり、

動物と植物で含有成分が異なっている。高等植物や

細菌類はグリセロ糖脂質を多く含有し、動物由来の

組織などではスフィンゴ糖脂質と呼ばれる糖脂質か

ら構成されている(図1)。光合成生物において、グリ

セロ糖脂質は重要な働きを持つと考えられ中でも

モノガラクトシルジアシルグリセロール(MGDG)とい

う糖脂質は、地球上で最も多い膜脂質と提唱され

ている。しかし、光合成細菌類において膜糖脂質を

調査した例は僅かであった。そこで私は光合成細菌

における糖脂質の系統的な解析システムの構築と

新規の糖脂質の同定及び応用展開も含めて研究を

行っている。

糖脂質の系統的な
解析システムの構築

理工学研究科　総合理工学専攻理工学研究科　総合理工学専攻

吉冨 太一太一
理工学研究科　総合理工学専攻

吉冨 太一

図１.植物や細菌に含まれるグリセロ糖脂質の構造
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コンピュータで音を生成して、
ミキサーで調音を行う学生

音場再現用サラウンドチェア

平面型スピーカ・マイクロホン一体型ユニッ
トについて説明する学生

快適な暮らしを支援する音響技術を追求
～より安心・安全な社会を目指して～

総合理工学院
理工学部・機械工学科　教授／工学博士

谷 泰弘 
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　基礎研究では、音響工学やデジ
タル信号処理に基づく新しいアル
ゴリズムの開発や音響インタフェー
スの構築などを手がけています。
その一例が「叫び声の検出」です。
人間は声を聞いただけで、叫び声
か平静発話か瞬時に判断できますが、
マイクロホンと計算機によりこの
機能を実現することは非常に困難
です。そこで安全・安心な社会の実
現を目指して、我々は世界で初め
て「叫び声検出システム」（叫び声
の検出だけでなく、その発話者の
位置も同時に検出）の構築に成功
した実績を有します。こうした基
礎研究成果は、国内だけでなく海
外にも精力的に情報発信・成果発
表を行っています。
 一方、応用研究では、これまで多
数の企業との受託研究や共同研究
を実施し、我々の保有する研究シー
ズを社会に還元・貢献することを
念頭に様々な商品開発などに貢献

しました。その一例がヘッドセッ
トマイクロホンアレーです。これ
は極めて劣悪な騒音環境であっても、
ユーザの音声を高音質に抽出でき
る受音器であり、村田機械株式会
社と共同で開発を行い、すでに商
品化された実績を有します。また、
豊かな音環境の構築を目指して、『立
体音響』、『音のカーテン』（騒音を
音で打ち消す技術）や『音のスポッ
トライト』（音を領域内に閉じ込め
る技術）など様々な応用研究にも
精力的に取り組み、快適な暮らし
を支援する音響技術を日々追求し
ています。

1976年
1981年

1981年～
1982年～
1997年～
2006年

東京大学工学部機械工学科卒業
東京大学工学系研究科産業機械工学専攻博士課程修了　
工学博士
1982年 東京大学生産技術研究所 講師
1997年 東京大学生産技術研究所 助教授
2006年 東京大学生産技術研究所 教授
立命館大学理工学部機械工学科 教授

(1)機械加工工具のパーソナル
ファブリケーション技術の提案
機械加工工具を加工担当者自身が
作れるようにする技術で、短時間に、
簡易的に、加工機械の近くで機械
加工工具が製造する技術を指し、
この技術には、
①機械加工工具の機上再生技術、
②機械加工工具の簡易製造技術、
③機械加工工具の機上調整技術、
の３つがあります。機械加工工具
の加工に使用されている部分は、
表面のごくわずかな部分です。省
資源や工具の取り付け誤差の軽減
のためには、加工機械上で摩耗し
た部分のみを補修する技術が重要
となります。①ではめっき法や熱
による焼結法などを用いて加工機
械上で工具を短時間に再生する技
術に取り組んでいます。

(2)メディア粒子を用いた高
付加価値研磨技術の開発
研磨の高精度化を目指すために、
メディア粒子を用いた新しい形態
の研磨方法を提案しています。こ
の研磨法では従来鏡面研磨の問題
であった、形状精度の劣化、研磨特
性の経時的変化、スクラッチの発生、
砥粒の付着による洗浄性の悪化な
どの問題点を全て解決できます。

(3)固定砥粒加工工具の開発
遊離砥粒研磨を代替できるような
固定砥粒加工工具や高性能切断工
具の開発を行っています。スクラ
ッチの発生を抑え、ダメージのな
い鏡面を高能率に達成できる研磨
用固定砥粒工具を提案するとともに、
切れ味のよい電着・電鋳工具を高
能率に製作する技術の開発を行っ
ています。

総合理工学院
情報理工学部・メディア情報学科　准教授／博士（工学）
情報理工学部　副学部長

西浦 敬信

1999年

2001年

2001年
2001年
2004年
2007年

奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科
博士前期課程修了
奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科
博士後期課程修了
博士（工学）（奈良先端科学技術大学院大学）
和歌山大学システム工学部 助手
立命館大学情報理工学部 助教授
立命館大学情報理工学部 准教授

職員・学生たちと電着ダイヤモンドワイヤ製造装置

複合粒子研磨法

ロールブラシ

メディア粒子メディア粒子

砥粒が付着したメディア粒子砥粒が付着したメディア粒子

研究室スタッフ・学生たちと
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ガスクロマトグラフィー分析計（ＧＣ）は合成
反応開発の大きな武器の一つ

実験台は１人一台
個性が現れる場所です

分子を組み立てる楽しさに
ついついのめり込んでしまいます

複雑な構造や特異な物性を持つ入手困難な化合
物を、斬新な有機合成戦略をもとにつくりだす

農地や有機肥料を評価・診断します。
農産物の有機品質を評価・診断します。

総合理工学院
薬学部・薬学科　教授／博士（薬学）
薬学部長

北　泰行
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　土壌には多種多様なバクテリア
が生息しています。日本各地の農
地を調べたところ、土壌1gあたり
平均35億個のバクテリアが生息し
ていることが分かりました。一方、
バクテリア数が少ない農地も多々
みられました。なぜでしょうか？
　大きな理由として、化学肥料や
農薬が長年にわたって施肥・散布
された影響が考えられます。微生
物のエサとなる有機物が少なくなり、
限られた成分ばかりが供給されると、
農地に生息するバクテリアの多様
性は失われてしまいます。このよ
うな農地では、有機物を分解する
バクテリアが少なくなるため、物
質循環が滞り、植物の栄養成分が

供給されません。そのため、有機肥
料を投与しても肥効が出なくなる
のです。
　こうした農地の改善には、まず
農地の状態を正確に把握すること
が重要です。しかし、農地を診断す
るための指標は、化学分析に限ら
れていました。我々は、化学分析に
加え、生物分析も不可欠であると
考えています。バクテリアの存在
量や、バクテリアが担う物質循環
機能（窒素、リン、カリウム）に着目
した土壌の診断技術を独自に考案
しました。この診断技術により、土
壌の品質を数値化して評価・比較
することが可能となりました。併
せて、有機肥料の評価法も確立し
ました。
　今後は、土壌の評価と農産物の
有機品質の関係について、データベー
スを構築していく予定です。これ
らの成果に基づいた総合的な土壌
精密診断技術は、安全・安心な農作
物を再現性良く生産することに繋
がると期待しています。

1972年

1975年～
1983年
1992年
2008年

大阪大学大学院薬学研究科博士課程修了
大阪大学薬学部助手
1977年 マサチュセッツ工科大学留学
大阪大学薬学部 助教授
大阪大学薬学部 教授
大阪大学薬学部定年退職、名誉教授
立命館大学総合理工学院薬学部 教授

　ゲノム情報やコンピュータの発
達も相まって、欲しい医薬品や生
物活性物質を理論的に設計する時
代が到来しつつあります。しかし、
うまく設計できたとしても、それ
を作る手立てがなければ全てが夢
物語です。
　そこで今こそ大事であるのが、
新しい有機合成手法や戦略の開発
です。特に医薬関連物質へのアプロー
チに際しては、人体や環境への影
響を考慮する新技術の発展が不可

欠となっています。
　私たちはこれまでに、有機合成
の知識と技術の伝承に携わりながら、
創薬研究に役立つサスティナブル
有機合成を一つの指針として追及
してきました。これらの方法を用
いて優れた生物活性を持ちながら
微量にしか得られない天然物や生
物活性物質を合成し、創薬リード
化合物とする医薬品開発研究に挑
戦しています。

院生・学部生と日々研究を進めています。職員・学生たちと

安全な農作物とは？

農地環境の評価・診断
↓

肥料（たい肥）の評価・診断
↓

農産物の有機品質評価

安全
（農地・肥料・農産物の有機品質）

×
信頼

（データに基づいたもの）
↓
納得
（安心）

安心な農作物とは？

目指す方向性

農地診断

どちらの土を選びますか？
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化学農法
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評価：51.9点
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化学肥料 有機肥料（ペプチド）

有機肥料の効果

側根側根側根

総合理工学院
生命科学部・生物工学科　教授／博士（工学）

久保　幹

1983年
1985年
1992年
1994年～
1997年
2002年
2008年

広島大学工学部卒業
広島大学大学院工学研究科博士課程前期課程修了
工学博士
1995年 イリノイ州立大学医学部（文部省在外研究員）
立命館大学理工学部 助教授
立命館大学理工学部 教授
立命館大学生命科学部設置に伴い、
生命科学部 教授に配置換え

土壌診断のご要望があれば承ります
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近江鍛工株式会社
　各種工業製品や巨大プラントなどで
使う金属部品。多くは金属を高熱下で
成形、強度を高めて仕上げる鍛造技術
で作られています。近江鍛工は、輪状
の製品を作るリング鍛造（ローリング
鍛造）の分野で世界トップレベルの技
術力を誇っています。
　片手の上に乗る小さなリングから
直径５ｍ、高さｌ.5ｍ、重さ25ｔを超え
る巨大なリングまで、鉄鋼はもちろん
銅、アルミやチタンその他非鉄金属な

どさまざまな素材のローリング鍛造を
行っています。
　それを可能にしているのは、50年を
超す経験とノウハウ。鍛造はコンピュー
ターによる全自動化が難しく、リング
の口径の大小などによって作り方が
微妙に異なり、オペレーターの手動制
御が最終製品の出来を左右するのです。
素材の金属塊から適切な量を切り出し、
丸めて穴をあけ、その後加熱、圧延、
焼き入れ、仕上げを経て最終製品がで
きあがります。それぞれの工程に同社
独自のノウハウが生かされています。
　オペレーターのスキルだけでなく、

同社の鍛造設備自体もノウハウのか
たまり。自社で開発したメカニズムを
ベースに設備機器メーカーに製作を
依頼した鍛造設備が、近江鍛工ならで
はの製品づくりを支えています。
　同社の技術力の高さは、船舶エン
ジン部品、海洋開発掘削部品、建機用
部品、航空宇宙産業部品、その他あら
ゆる産業の心臓部の部品で高いシェ
アを確保している事実と、年間80000ｔ
を超える生産量が物語っています。
 私たちの身近な世界では、新幹線の
車軸軸受け鍛造品の半分以上、パワー
ショベルの足まわりやエンジン部分、
風力発電の風車の軸受けや歯車部品
などの多くが同社の製品。製品の半分
は海外へ輸出され、世界各地で活躍し
ています。

　同社では10年前に高い品質の製品
と製造工程の管理システムであるＩ
ＳＯ9001を業界に先駆けて取得。地
球環境保全に取り組むためのＩＳＯ
14001も業界で最初に取得しました。
　さらに航空宇宙産業部品製造の資
格であるＪＩＳ・Ｑ9100の認証も完了。
航空機エンジンの軸受けで同社のリ
ング製品が活躍しています。
　このほか N K、LR、DNVをはじめと
する各種、各国の船級資格も取得、高
品質の製品と環境保全で世界に貢献
する体制を着々と整備しています。

　中でも力を入れているのは環境保
全への取り組み。鍛造業界はガスを
大量に消費するうえ、騒音・振動など
の問題もあるからです。
　省エネバーナーの採用、金属を加熱
した余熱を次の材料の加温と燃焼に
活用、冷却水を工場内でろ過・再利用
して外部排水量をゼロ化、設備に防振
装置を設置、できるだけ地下ピットに
収納しているほか、大津市と環境保全
協定を締結、地域環境の維持にも取り
組んでいます。
　このほか、自然環境だけでなく、働
く人が快適である職場環境も大切な
環境だと考えています。「森の鍛冶屋」
をモットーに、毎年工場に木々を植え
続け、桜や椿が咲き誇り、近隣の山か
ら鹿や狸、イノシシが出てくる…そん
な緑あふれる環境を作り上げています。
　アットホームな社風も快適な環境の
大きな要素。給料日には全国３カ所の
工場全従業員に社長の毛筆による「手
紙」が届き、社員の結婚式には可能な
限り社長が出席、子供ができた社員に
は名前や出産日を刻んだ銀のスプー
ンを贈呈する…などです。
　製品は金属の輪、社風は人の輪（和）。
リング一筋の同社ならではの「環境」
対策です。

リング鍛工で
世界のトップランナーの実績

作業員スキルと生産設備
随所に生きる50年超のノウハウ

一貫生産による効率化で
品質・コスト・納期に差をつける

鍛造業界初のＩＳＯ１４００１認証
ＩＳＯ９００１やＪＩＳ・Ｑ９１００も

目指すは「森の鍛冶屋」
緑あふれる環境と人の輪づくり

■近江鍛工株式会社

【会社概要】

■資本金／99，450，000円

■従業員数／263名

■本社・工場／滋賀県大津市月輪1丁目4番6号    

　信楽工場／滋賀県甲賀市信楽町黄瀬138

　長崎工場／長崎県松浦市御厨町横久保免2-1

　ロサンゼルス営業所／222 South Central Ave.,  
　 #323, Los Angeles, Ca.90012, USA

【社長プロフィル】

昭和19年大阪市生まれ。

昭和46年、近江鍛工株式会社の代表取締役社長

に就任、現在に至る。

滋賀経済産業協会会長、大津納税協会副会長、近

畿鍛工品事業協同組合理事。

趣味は詩吟と尺八。

最近は燻製作りにも力を入れています。代表取締役社長　坂口 康一

元気企業
訪問レポート

　同社のノウハウは生産体制にも生
かされています。鍛造品は熱処理や
切削加工など異なる工程で加工され
ており、それぞれ担当する工場が違う
のが一般的です。当社ではそれらの工
場を１カ所に集約、鍛造、焼鈍、旋削
加工や調質工程まで一貫生産体制を

敷いています。
　また、大きく重い製品が多いだけに、
輸送費のコストは莫大。そこで２年前
に専門の運送会社を買収、運搬までの
一貫生産を可能にしました。
　さらに、３人必要だった工程を１人
で制御できるようにするなど、各工程
ごとに省人化・自動化も進めています。
多品種小ロット生産にも対応できる
自動化ラインを設備メーカーと共同
開発、生産設備を置き換えていった成
果です。
　こうした工夫が品質、納期、コスト
で顧客要望に応えられるトップメーカー
としての定評を確保しました。
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学生ベンチャーコンテスト
上：最優秀賞を受賞した アール・ユー・アール
下：優秀賞CCV workshop の表彰式

NEWS
TOPICS ２００９年６月１２日

総会

交流

総会議長の高倉秀行会長 
（理工学部教授）

 公演中の久保幹教授
（生命化学部教授）

■２００９年度役員会

■第１４回定時総会 ■２００９年度
　研究シーズ発表会・展示会

２００９年度　理工学振興会 交流会

　 2009年6月12日（金）、立命館大学理工学振興会の第14回定時総会
が草津キャンパス（BKC）エポック立命２１で開かれ、約４０名の法人・
個人会員の皆様にご参加頂きました。
　総会と懇親会の間に開かれた立命館大学 研究シーズ発表会、展
示会にも多数の参加者に来て頂き、好評に終えることが出来ました。

午後2時から1階・エポックホールで
総会を開催。高倉会長挨拶、議長選出
に続いて、2008年度の事業、決算、監
査を報告、承認されました。続いて、
2009年度役員人事の紹介・承認、そし
て2009年度ASTER奨学生、応募者の
中から厳しい選考の上、採択した8名
の奨学生の紹介及び新規企画を盛込
んだ2009年度事業計画、予算も満場
一致で承認されました。

総会に先立って10名の役員出席の下、
役員会を開催、総会に提出する議案が
承認されました。

講演会終了後、午後17：50よりエポック立命21の3階
309会議室で懇親会が開かれました。理工学振興
会の法人・個人会員、奨学生、教員、職員のほか、他
の企業団体や一般の参加者など約55名の参加の
もと、美味しい食事とともに交流が深まりました。

総会の後、エポックホール、エポック
ロビーにて研究シーズ発表会、展示
会を開催しました。会場では約100名
の参加者で盛り上がりました。　
今回講演内容を2つを用意しました。
まず、2008年４月、立命館大学のびわ
こ・くさつキャンパスに「生命科学部・
薬学部」が誕生し、その設立に携さわ
った生命科学部の久保教授より「生
命科学部・薬学部誕生までの光りと影」

について講演が行われました。2004
年からスタートした調査・準備段階、
本格的な設置へ向けた取り組み、そ
して開設以降の経緯について、苦労
話を交えながら詳細な説明がなされ
て、最後に両学部として、更なる教育・
研究活動の活性化と産学融合研究展
開へ向け、新たな決意を表明され、講
演が締め括られました。
次は、2008年度に発足した立命館グロ
ーバルイノベーション研究機構（R-GIRO）
の紹介として、エネルギー領域研究
拠点をとりあげた高倉教授より、太
陽光発電技術研究に関する講演があ
りました。まず、低炭素社会実現に向
けたわが国の取り組み「クールアース
５０」の紹介があり、その中での太陽光
発電技術の位置づけと意義について
述べられました。続いて、太陽光発電
技術と歴史、現状と課題に触れた後、
今後20年間に大量普及した場合の問
題点を指摘し、グローバルな視点で
の我が国におけるエネルギーシステ
ムの構築に向けた重要性を強調され
ました。最後に、立命館大学の本拠点
が、この分野に大いに貢献していく
決意を述べて講演を閉じられました。

立命館大学では、「自立的で創造的な人

材の育成と輩出」「地域社会・地域経済

への貢献」というテーマのもとに、「AST-

ER交流フェア（企業ブース展示等）」や「学

生ベンチャーコンテスト」といった、学

生支援活動、産学連携活動、ベンチャー

インキュベーション活動を目的とした

様々なイベントを開催してきました。

２００６年度より、これまで別々で開催

していたそれぞれのイベントを「立命

館イノベーションフェア」として統合し、

企画の魅力を高め、社会と学生へのア

ピールを強化しています。

今年度はグローバル産学官連携カンフ

ァレンスも同時開催し、地元産業界、学生、

教職員が直接交流する貴重な機会を提

供することにより、知識交流、人的交流

をより充実させ、大学を核とした更な

る地域イノベーション創出の促進を目

指します。

未来を考える祭典

第１４回
定期総会開催
第１４回
定期総会開催

博士候補者の
研究成果発表

企業ブース
展示

学生ベンチャー
コンテスト

無料
出展料

本年度も、地元産業界と学生や教職員の交流の場と

なる、様々なイベントを行います。

「企業ブース展示」実施にあたり、法人会員の皆様から、

出展企業を募集いたします。多数のお申し込みを

お待ちしております。

12月11日日

時

場
所

20ブース程度を予定ブース数 

サイズ

FAX : 077-561-2811

申込締切 11月６日 （金）　

【主催】立命館大学理工リサーチオフィス　【後 援】立命館大学理工学振興会（ASTER）

幅270cm×奥行き 90cm×高さ 210cm

 11:00～19:30

 出展企業

募集
2009年

別紙ＦＡＸ申込書に必要事項をご記入の上、下記までお申し込みください。

mail:aster@st.ritsumei.ac.jp
http://aster-ritsumei.com/

メールでもお申し込み頂けます。

【お問合せ】 立命館大学　理工学振興会事務局
 TEL: 077-561-2802　（担当：大田）

▲

金

■企業ブース展示
■イノベーション特別講演会・特別懇親会
■学生ベンチャーコンテスト
■博士候補ポスターセッション・ポスター展示
■学生団体、研究者シーズ展示
■卒業生研究発表会
■グローバル産学官連携カンファレンス、渡辺三彦表彰式

同時開催イベント (変更の可能性があります。)

※当日の朝９時より展示設営準備をして頂きます。

※説明会日程は別途ご連絡致します。

立命館大学 びわこ･くさつキャンパス（BKC）
ローム記念館１階、３階、５階

立命館イノベーションフェア２００９
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